
救急隊

救急医療病院間連携推進事業（モデル事業）について

転院 支援病院
※救急受入病院での専門的な
治療を終了した患者の転院等

を受け入れる病院

救急受入病院
※救急患者を積極的に
受け入れる病院

病院の役割分担と連携Point1

救急搬送

転院調整のデジタル化Point2

 高齢の救急患者の増加に伴い、急性期を脱した後も、入院が長引くケースが増加。

 救急病院で、新たな救急患者を受け入れるための病床が確保できない状況も生じている。

 市内医療機関の役割分担と連携のもと、救急受入病院で専門的な治療を受け容体が
落ち着いた患者の、支援病院への円滑な転院等を促していく。

円滑な転院、
新たな救急患者の受け入れ

病床稼働率の向上応需の向上

期待する効果

転院調整システムの導入

別紙２

受け入れ促進のため
市から補助金交付


